
平成２２年度 美術科年間指導計画及び題材の評価規準 １年   
                                                         

月 週 領域 題材名 目 標 学習内容 観点別の主な評価規準     評価方法  

美術への関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力     評定資料 

４ ２ 

(1) 

 美術の授業で学ぶこと 

（オリエンテーションⅠ） 

・中学校の美術の学習の目的を理

解し，授業に望む心構えをつくる

と共に授業の進め方を確認する。 

・これまでの美術的な体験をふり返る作品を鑑賞

して，素直な意見や感想を発表しあう。 

『美しいもの』とはは何か？ その「感じ方」な

ど，美術の学習で習得することを確認し，具体的

な学習方法を知る。 

・前向きに話を聴き，大切なこ

とをノートする 

・時間内にワークシートを完成

させ，自分の考えを明確に整理

する。 

・ワークシートの内容が的

確で，この時間の学習内容

を理解している。 

 ・鑑賞時の自分の考えをし

っかり提示する。 

・観察 

・ワークシート 

４ ３ 

４ 

(3) 

絵画 

鑑賞 

表現と鑑賞 

（オリエンテーションⅡ） 

・作品を鑑賞し，自分なりの感想

を持つとともに，作者が伝えたか

ったことを想像してみる。 

・スケッチから対象をよく観察

し，その特徴やイメージを持つこ

との大切さを知る。 

・ミレーの作品を鑑賞し，気づいた点を発表し合

う。 

・ミレーの生涯や他の作品について詳しく知る。 

・いろいろな人のスケッチを鑑賞し，個性や表現

方法のよさを理解する。 

・対象をよく観察し，感じるイメージを大切にし

ながら，形態や色，立体感などを考えて描く。 

・作品鑑賞を通して，美術的な

活動に関心を持ち，意欲的に鑑

賞活動に取り組む。 

 

・スケッチをすることの楽しさ

を味わおうとする。 

・対象の持つよさや特徴か

ら，自分の描こうとするイ

メージを持つ。 

・用具や材料の特性を理解

し，その効果を生かした表

現をする。 

・作品の鑑賞を通して作者

の 個 性 を 感 じ 取っ た り し

ながら，作品を分析的に見

る楽しさを味わう。 

・自分や友達の作品のよさ

を味わう。 

・観察 

・作品 

・鑑賞カード 

５ 

 

 

 

 

 

２ 

３ 

(3) 

 

 

 

デザ 

イン 

 きっちりワークⅠ  

 

用 具 の 扱 い 方 や 着 色 方 法 の 基

礎を身につける  

 

 

 

 

・アクリルガッシュの使用方法，筆やパレットなどの

基本的な取り扱い方を学ぶ 

平面作品における「 平塗り」技法 を習得する 。 

 

 

 

・道 具 を 大 切 に す る 心 情 を 理

解 し ， 丁 寧 に 扱 う こ と が で き

る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・慎重に制作を進めている。 

 

 

 

 

 

・自 分 の 技 能 の レ ベ ル を

客 観 的 に 知 る努 力 を し て

いる。 

 

 

 

・観察 

・作品 

 

６ 

 

 

 

 

４ 

１ 

２ 

３ 

(６) 

 

デザ 

 

イン 

きっちりワークⅡ 

（人工物による平面構成） 

色の広がり  

色の魅力 

 

・色の性質や分類について基礎的 

な知識を学習し，配色などの応用

力をつける 

・色の組み合わせによる視覚効果を

考える。 

・構成美の要素を確認する。 

・色が，私たちの感覚や感情に及ぼす影響を体験

的に理解する。 

・私たちの文化や生活に息づく色彩に着目し，そ

の特徴について考える。 

・色の性質や分類について基礎的な知識を学習

し，配色などの応用力をつける。 

・構成美の要素を確認し，美しいと思う構成を考え，配

色計画を立てて，アクリルガッシュで丁寧に彩色する。 

 

・美しい構成はどのようなものかを

自分なりに考え制作にあたってい

る。 

・身の回りの色に興味を持ち，

色の性質や感情の関係を理解し

ようとする。 

・構成美の要素を意識し，自分

独自の構成をしている。 

・身の回りの色に興味を持

ち，色の性質や感情の関係

を 用 い て テ ー マ を 発 想 す

る。 

・用具を工夫しながら，丁寧に

作業を進めている。 

・時間を意識し て準備や作

業，片付けを行って いる 。 

 

・自分や友達の作品のよさ

を味わう。 

・色が私たちの感覚や感情

に 及 ぼ す 影 響 を体 験 的 に

味わい，文化や生活に息づ

く色の魅力を味わう。 

 

・観察 

・作品 

６ 

７ 

 

９ 

４ 

１ 

２ 

１ 

２ 

(８) 

デザ 

 

イン 

さまざまな表現技法を使おう 

絵文字 

・絵の具やクレヨンなどの描画材

料のさまざまな使い方を学び表

現方法の幅をひろげる。 

・基本的なレタリングを学び，絵

文字を自分なり感じ方を大切に

しながら，形や色彩の特徴をもと

に表現する。 

・計画的な制作を進めるための態

度や心の姿勢を高める。 

 

・オートマチックパターンをとおして，色彩や形

を心で感じる力をトレーニングする。 

・コラージュの技法を学び，できあがったものか

ら感じる「感情的なイメージ」を整理して理解し

ベースをつくる。 

・絵文字のアイデアを考えることにより，練り上

げと作業計画の立案方法を体得して，計画的に見

通しをもって制作を進めるための態度や姿勢を

身につける。 

・さまざまな描画材料があることを知り，特性を

理解する。 

・互いの作品を鑑賞し合う。 

・技 法 に 興 味 を も っ て 積 極 的

に経験しようとして いる。  

・準 備 を し っ か り し て 前 向 き

に作業を進めている 。  

 

・偶然に生まれた「画面 」

を味わい。  

・表現したい絵文字とあってい

るか組み合わせを考える。 

 

・用具や材料の特性を理解

し，その効果を生かした表

現をする。 

・自 分 の 制 作 に つ い て の

感 想 や 内 容 をわ か り や す

く書く  

・自分や友達の作品のよさ

を味わう。 

 

・観察 

・作品 

・鑑賞カード 

９ 

 

１０ 

 

 

 

１１ 

３ 

４ 

１ 

２ 

３ 

４ 

１ 

２ 

３ 

(12) 

絵画 Ⅱ視点を変えて 

「虫の目から見える世界」 

 

 

・人と虫の目の仕組みの違い，視

点の違いなどを楽しく想像しな

がら風景をとらえる。 

・イメージをもとに自分独 自の

表現に取り組んでい る。  

・大きさ，居場所，見え方の違いなど想定し空間

や遠近を表す工夫をしを表現する。    

・様々な視点や考え方をもとにアイデアをたくさ

んスケッチする。 

・感じるイメージを大切にしながら，形態や色，

立体感などを考えて描く。 

・互いの作品を鑑賞し合う。・これまで学んでき

た「絵画(絵)」のとらえ方の幅を広げる 

 

・スケッチをすることの楽しさ

を味わおうとする。 

表 現 の 面 白 さ に 気 づ き ， 独 自

の 表 現 に 取 り 組 も う と し て い

る。  

・ 美 術 作 品 や 友 達 の 作 品 を 鑑

賞 し ， 表 現 の 面 白 さ を 味 わ お

うとしている。  

・対象の持つよさや特徴か

ら，自分の描こうとするイ

メージを持つ。新 た に 自 分

のイメージを広げ ，主題を

決めることができる 。  

・イメージから思い思いの

発想で，表現の 構想を練る

ことができる。  

・計画的に制作しながら，自分

のイメージを個性的に表現し

ている。 

 

・想 像 す る こ と に 関 心 を

持 ち な が ら ，作 者 の 意 図

や 表 現 の 工 夫， 自 由 な 発

想 の 中 に 個 性の 違 い を 感

じ 取 り ， そ のよ さ を 味 わ

っている。  

・観察 

・アイデアスケッチ 

・鑑賞カード 

・作品 

１１ 

１２ 

 

１ 

 

２ 

４ 

１ 

２ 

２ 

３ 

４ 

１ 

工芸 木彫皿 ・商業美術についての理解を深める。 

・機能を考えた意匠（デザイン）を

考え表現する。 

 伝統工芸品に対するよさを理解す

る。 

・伝統工芸についての理解を深め，機能とデザイ

ンを考えて制作する。 

・彫刻刀の使い方について確認し，基本的な彫り方を学

習する。 

・ヤスリがけ，目止め，ステイン仕上げをする。 

 

・伝統的な意匠に興味を持ち，

機能を考えながら作業を進めて

いる。 

・伝統工芸についての理解を深

め，よさを味わおうとしている。 

 

・平面構成の学習に伝統的

な文様などを取り入れるな

ど工夫している。 

特性を理解し，その効果を

生かした表現をする。 

・レリーフ（浮き彫り）を意識

して表現している。 

・自分や友達の作品のよさ

を味わう。 

・技のすばらしさを感じ，伝

統工芸についての理解を深め

る。 

 

・観察 

・作品 

 ２ 

３ 

４ 

         

３ １ 

２ 

鑑 

賞 

身の回りの日用品のデザイン

について考えよう・ 

普段何気なく使っている日用品

に目を向け，デザインのよさを味

わい見方を広げる。 

・気に入っている日用品を持ち寄り，デザインの

よさやなどについて鑑賞し合い，ものの見方を広

げる。 

生活の中のデザインに親しみ，

意 欲 的 に よ さ や 美 し さ を 味 わ

い，作品に対する機能や美につ

いての理解や見方を広げていこ

うとする。 

  生活の中で，美術が様々に

用 い ら れ て い るこ と や 美

と 機 能 性 と の かか わ り に

気づき，その働きについて

理解する。 

・鑑賞カード 

・観察 

                                                                                                                          ＊１０月まで隔週で２時間実施    

－美－１①－ 



平成２２年度 美術科年間指導計画及び題材の評価規準 ２年   
                                                         

月 週 領域 題材名 目 標 学習内容 観点別の主な評価規準     評価方法  

美術への関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力     評定資料 

４ 

 

５ 

 

６ 

２ 

３ 

４ 

２ 

３ 

４ 

１ 

絵画 

 

 

自画像 

（素描から自己表現の色彩へ） 

 

 

 

 

・骨格である頭蓋を通して顔面構造

を理解し考えて制作する。 

 

・美術が科学的視野を持つ教科であ

ることを学ぶ 

・ 正 中 線 や 眼 窩 ， 鼻 腔 な ど 美 術 解 剖

学を踏まえた顔面比 率を考慮する 。  

 

・ 顔 の 部 位 を 機 能 に 基 づ き パ ズ ル の

よ う に は め こ む こ と で 理 解 を 深 め

る。  

 

・ 頭 蓋 の 耳 鼻 水 平 を 意 識 し 人 体 の 構

造にも興味を持たせ る。  

・自分の顔をとおして骨格がど

のようになっているか表層面か

ら人体構造に興味を抱く。 

 

・自分のことについてしっかり

と向き合い今の気持ちを素直に

出そうとする。 

 

・スケッチをすることへの興味

を抱き，観察の必要性を感じる。 

・顔面には様々な形状がある。

鼻骨の高さを陰影で表現を試

み，眼球の湿度にコントラスト

のある光（スポット）に描写力

を展開する 

 

・自分らしい表現の構想をする。 

・自分の表現を追求しようと

している  

・顔面に対して眼球の位置，口裂

や下顎骨の関係を理解し，それぞ

れの部位の比率が正確に表現さ

れている。 

 

・実際の人物表現とアニメに

見 ら れ る 顔 面 の デ フ ォ ル メ

との差異がわかる。 

・レオナルド・ダ・ビンチの

解 剖 素 描 を 通 し て 美 術 と 科

学 の 関 わ り に 鑑 賞 力 を 拡 大

させる 

・ 古 今 東 西 の 自 画 像 を 鑑 賞

し，作家の意図や表現の違い

について理解を深める。 

 

・観察 

・作品 

 

６ 

 

７ 

２ 

３ 

４ 

１ 

２ 

３ 

立 体

造形 

紙による造形  

飛び出すカード  

 

・紙の特質・種類を 考え ，工業

製 品 に 至 っ て は 日 常 生 活 を 豊

か に す る 要 因 で も あ る こ と を

学ぶ  

 

・実際に指先を使用して造 形物

へのチャレンジを試 みる  

・ 紙 の 素 材 や 可 能 性 に つ い て 学 び ，

半 立 体 の 飛 び 出 す 絵 本 や カ ー ド ま た

は 立 体 的 な 照 明 器 具 カ バ ー な ど 自 己

創作へ自由な展開を 試みる。  

・生活のデザイン的発想を意識 

する。 

 

・紙の種類によって楽しい効果

が生じることに関心を持つ。 

・折る，曲げる，紙の切れ込み

に凹凸をつけて造形の美しさを

求めている。 

 

・見開きにしたとき半立体とし

て現れる形態を追求する 

・紙の特性を活かしイメージ

を具現化している。 

 

・紙の性質を考慮してシャープ

な折りや面を意識した丁寧な仕

上げを考える。 

・イサムノグチの照明器具な

ど 紙 製 品 が 日 常 の デ ザ イ ン

に 貢 献 し て い る こ と に も 鑑

賞の領域を拡げる。 

 

・観察 

・作品 

 

９ 

 

 

 

１０ 

 

 

１１ 

 

１ 

２ 

３ 

４ 

２ 

３ 

４ 

１ 

２ 

 

デ ザ

イン 

レタリング 

自分の名前のサインから 

自分ブランドのロゴマークへ 

・文字の美しさを ，日本の 書と

中 世 ヨ ー ロ ッ パ の カ リ グ ラ フ

ィーについて考え ，比較鑑 賞の

後，エディト リアルデザイ ンへ

の発展を学ぶ。  

・既成の文字として定着した活字の成

立と東西を通して筆跡の美にも興味を

持たせる。英習字からつけペンによる

カリグラフィーを通じて鑑賞力と英語

に対して洞察力を持たせる。 

・英語の筆記体を大文字。小文字

を理解する。 

 

・書道にも通じる明朝体や隷書な

ど公文書に使用されている文字

への理解 

・変化した文字あるいは校章，

家紋，ブランドのロゴなど身近

にある多様なものを応用して，

独自のマークを発想できる。 

 

・着彩用具を工夫して丁寧に制作

を行なう。 

・日本の書と中世の写本やウィリ

アムモリスのケルムスコット・プ

レスに見られる文字の美しさを

味わう。 

・観察 

・作品 

・ワークシート 

１１ 

 

１２ 

 

１ 

 

 

２ 

 

３ 

４ 

１ 

２ 

２ 

３ 

４ 

１ 

２ 

工芸 レザークラフト（コースター） 

 

・商業美術についての理解を深める。 

・機能を考えた意匠（デザイン）を

考え表現する。 

 工芸品に対するよさを理解する。 

・工芸についての理解を深め，機能と

デザインを考えて制作する。 

・革の種類，断ち方，刻印棒，スーベルカ

ッターの使い方について確認し，基本的な

工程を学習する。 

・唐草模様の描き方，かがりの方法，彩色

等を学習し制作する。 

 

・意匠に興味を持ち，機能を

考 え な が ら 作 業 を 進 め て い

る。 

・工芸についての理解を深め，

よさを味わおうとしている。 

 

・平面構成の学習に伝統的な

文様などを取り入れるなど工

夫している。 

・刻印棒などの用具や材料の

特性を理解し，その効果を生

かした表現をする。 

 

・自分や友達の作品のよさを

味わう。 

・技のすばらしさを感じ，伝統工

芸についての理解を深める。 

 

・観察 

・作品 

２ 

 

 

 

３ 

４ 

 

 

・ 

 

日本美術への理解 

 

「日本美術史」 

・修学旅行に関連し日本美術への理

解を深める 

・日本文化が千年以上を経てな

お世界的遺産となっている源泉

を探る。 

・法隆寺や東大寺など修学旅行で訪れ

る 寺 院 が 所 有 す る 国 宝 や 重 要 文 化 財

について調べ，簡単なスケッチと着彩

をまじえたオリジナルガイドブックを

つくる。(経文のように折りたたみ式) 

・国宝と重要文化財，御物な

ど国華と称される日本の名品

について興味を持つ。 

 

・折りたたみ式のガイドに日

本的文様や源氏物語に登場す

る配色を組みあわせる。 

・明治維新後の廃仏毀釈によ

って海外に流出した日本の文

化財につい考える。 

・友達の作品の異なる視点な

どにも気づき，自己作品であ

る ガ イ ド ブ ッ ク に 修 学 旅 行

先 で 実 地 調 査 す る 姿 勢 を と

らせ，鑑賞の深さを学ぶ。 

・観察 

・作品 

・ワークシート 

３ 

 

１ 

２ 

絵画 

 

 日本美術への理解 

 

「浮世絵を描く」 

・筆から発展した日本美術を実践す

る。 

・「書画一致」を経験し書道の応用

文字の位置や変化を考える。 

・江戸時代の庶民文化の浮世絵は

ある種のメデイアであったことを

認識させる 

・浮世絵になぞらえた自分を想定し半紙に

墨と筆を使用して（肉筆で）描き，賛を入

れる。 

 

・サインの位置や刷り元の関係などの歴史

的文献として作品を読み取る。 

・書道の筆の動きを描画に生か

すことで平面的な描写を味わい

「書画一致」に興味をもつ。 

・指先の表現や着物の文様にも

着目し自分流にアレンジする。 

・書道と同様に二度書きをせ

ず，余白のあり方を考えて創

作する。 

・浮世絵が歌舞伎などの日本の

古典芸能に重要な役割を果たし，

印象派にも多大な影響を与えた。

その歴史的意味を鑑賞する。 

・観察 

・作品 

                                                                                                                                                                                                     
－美－２①－  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成２２（２４）年度～ 美術科年間指導計画及び題材の評価規準 ３年   
 

月 週 領域 題材名 目 標 学習内容 観点別の主な評価規準     評価方法  

美術への関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力     評定資料 
４ ２  オリエンテーション 

 
・最後の年の心構えを確認する 
 

・１年間の学習計画を確認して，制作

の見通しをもつ 
・表現テーマの重要性を再確認す
る 

美術の学習の目的をきちんと理

解する。表現意図，表現視座，探

求心，達成意識，試行意欲 等 
・今後の作品づくりの意義を
改めて考える。 

   ・観察 
 

４ ３ 
 

鑑賞 日本の美術 ・それぞれの文化遺産に対す
る 想い を大 切に する こと に
より広く 歴史的・国際的な
視 野で もの を見 る態 度を 養
う。 

西 洋 と 東 洋 の 文 化 を 比 較 し て 共
通点や相違点に着目し，日本文化
の源流を探る 

・美術文化や文化遺産など対
する関心を高め，それらを尊
重 し 国 際 理 解 を 深 め よ う と
する。 

  ・様々な美術作品，美術
文化や文化遺産などを鑑
賞し，その特質や相違と
共通性に気付き，理解を
深める。 

・鑑賞カード 

 
５ 
 
 
６ 
 
 
 
７ 
 
 

４ 
２ 
３ 
４ 
１ 
２ 
３ 
４ 
１ 
 

デザ 
イン 

編集者の仕事 ・エディトリアル・デザイン
の仕事を理解し，よりよく見
せ，伝えるための方法を修学
旅行記の制作によって学ぶ 

・画面のレイアウト方法を工夫して「修

学旅行」のレポートを制作する際の準

備学習を行う 

・旅行の事前にレイアウト方法の学習

を行う 
・素材集めの方法を知り，構想発
展の手だてを探る 
 
 

・親しみのある表現方法に興味を

もち，自分の思いを楽しく表現し

ようとする。 
・制作に関しての準備を計画
的に行っている。 

・焦点をしぼった「見せ方」

を考えることができる。 
・素材の取捨選択がテー
マ に そ っ た も の と な っ
ている 

・作品完成まで手順を考え

て制作を進めている。 
・独自のアイデアを大切
に，様式をしっかりとと
らえて制作をしている。 

・感性や想像力を働かせて，
自分の見方や感じ方でお 互
いの努力を認め合い，そ
の上で的確な批評ができ
る。 
 

・鑑賞カード 
・観察 

７ 
 

２ 
３ 
 

鑑賞 
 
 

「展示から作品のよさを感じ

取ろう（日本美術を中心に）」 
～県立美術館教材【移 動
アートボックス】をつ か
って～ 
 

作 品か ら受 ける イメ ージ を
大切にし，展示から読み取れ
る 諸外 国と 日本 の美 術の 中
に 表れ てい る形 や色 彩の 特
徴などに気づき，そのよさを
感じ取る。 
 
 

・作品に興味を持って鑑賞し，そこか

ら感じ取った魅力や造形美，作品デー

タなどをもとに展示計画を立てる。 

・作品から受けるイメージを大切にし，

展示から読み取れる諸外国と日本の美

術の中に表れている形の特徴，色彩の

特徴などに気づき，そのよさを感じ取

る。 

作 品 の 意 図 や そ の 良 さ を 感
じ 取 ろ う と 意 欲 的 に 鑑 賞 し
ようとしている。 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

作品を鑑賞し，その意図や

表現の工夫，よさを感じ取

り味わったりして見方や感

じ方を深める。 
 
 
 

・鑑賞カード 
 
 
 

９ 
 
 
 
10 
 
 
11 
 
 
 
12 
 

１ 
２ 
３ 
４ 
２ 
３ 
４ 
１ 
２ 
３ 
４ 
１ 
 

絵画 
・ 
立体 
 

附中現代徒然草～形や 色
でつれづれなるままに～ 
 

・自分が普段感じ考えている
ことからテーマを決め，生徒
自ら感じる和（日本的）をも
とに，構想を練り，表現に適
す る素 材や 材料 を選 択 し 創
意工夫して表現する。 
・自己を見つめ，内面にある思い

を色や形に込めて表現する 
・自分なりの見方や感じ方を
大切にしながら，作品を鑑賞
し批評し合う。 
 

・自分たちの生活の中で日頃感じ取っ

たこと考えたことと「日本的」なもの

とを考えあわせて制作する。 

・これまでの学習のかかわり，つなが

りを意識し形や色彩，材料などを考え

制作する。 
・互いの作品を鑑賞し合う。 

・自ら進んで創造的な発想・
構想をし，自分らしい表現を
創 造 し よ う と よ う と 試 行 錯
誤を通して工夫を重ね，表現
をしていこうとする。 
・いろいろな視点や考え方で
意欲的にアイデアスケッチを
する。 
・日本的なものを感じ取り，
表現意図とのかかわりを理解
して美術作品や友達の作品の
よ さ を 感 じ 取 ろ う と し て い
る。 

・独創的･総合的なもの
の 見 方 や 考 え 方 を し て
豊 か な 発 想 ･ 構 想 を す
る。 
・対象の持つよさや特徴か
ら，材料を吟味しその特性
を理解して自分の表現する
イメージを持つ。 
 

・自分の経験や知識，想
像 力 な ど を 生 か し て 試
行錯誤をしながら，楽し
く 独 創 的 な 表 現 を 工 夫
する。 
・用具や材料の特性を理解し， 
その効果を生かした表現
をする。 

・作者の心情や意図，創
造的な表現の工夫などを
感じ取り理解し見方を深
める。 
・自分や友達の作品のよさ
を味わう。 
・友達と自分とのアイデア
や考え方の違いを認め合
い，それぞれのよさを感じ
取り味わったり批評して
見方や感じ方を深める。 

・観察 
・鑑賞カード 
・作品 
・アイディアスケッチ 
・鑑賞コメント 

12 
 
１ 
 
 
２ 
 

２ 
３ 
２ 
３ 
４ 
１ 
２ 
３ 
 

工芸 ペーパーウェイトを つく
ろう 

・用途を考え，工夫して表す。 
・金属工芸について用具や基
本について理解し，表現方法
を工夫して表す。金属の特
性を確認し，卒業記念品と
して制作する。  
 

・用途を考え，適した形を考え油土
で工夫して表す。石膏で雌型をつく
り，合金を流し込む。 
・金属工芸について用具や基本に
ついて理解し，表現方法を工夫す
る。 

生活で使えるものを使う場所
や用途から考え，意欲的に取
り組もうとする。 

用途などから大きさや形
状などを工夫して表す。 

材料の特性を効果的に
利用して制作している。 

お互いの作品のよさを味
わう。 

・スケッチ 
・観察 
・鑑賞カード 
・作品 

 
３ 

４ 
１ 

鑑賞 今までの美術，これか ら
の美術 

・今までの美術，現在の美術
のあり方を学び，様々な表現
の方法を受けとめ，今後の美
術のあり方について探る。 

「美しさ」の素になるものが何で
あるのかを探り，自分なりの美意
識を追求するための学習を行う。 

・美術文化に対する関心を高め，

それらを尊重し今後の美術のあ

り方について探り，深めようとす

る。 
 

・美学に迫るような研究
を 展 開 す る こ と が で き
る。 

 ・様々な美術作品，美術
文化などを鑑賞し，その
特質や相違と共通性に気
付き，今後の美術のあり
方 に つ い て 考 え を 深 め
る。 

・ワークシート 
・観察 
 

                                                                                                                                                                                                     
－美－３－  

 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

美 術 科 
２ ０

１０ 年間指導計画 


